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「アフターアクションリポート」という言葉をご存知でしょうか．これは，災害対応を実際に体験した組織が取りまとめる

対応記録のことを表します．これは，単なる災害対応の記録ではありません．元谷らによれば，実際の活動にもとづく

「体系的な記録」であり，かつ，実際の活動を通じて得た「知見・教訓」を述べている対応記録のことを「アフターアクショ

ンリポート」と言います． 

 アフターアクションリポートは，2 つの重要な役割を持っています．一つは，「自分たちのため」です．アフターアクショ

ンリポートを作成すれば，災害対応マニュアルを新たに作成，もしくは既存マニュアルを見直し・改善するのに多いに

役立ちます．さらには，災害対応訓練において，それそのものが状況付与（事態の状況を情報として訓練参加者に示

すこと）の材料になります．言わば，これは「自分たちのために，次の災害に備える」といった位置づけです．もう一つは

「ひとのため」です．多くの人は，2 回以上災害を経験することはあまりありません．多くの人が「ぶっつけ本番」からスタ

ートする状況の中では，「先人に学ぶ」ことが最も効果的な学びになります．アフターアクションリポートを作成することは，

「災害対応を経験した先輩としての責任」と言うこともできます． 

 2012 年秋に，七ヶ浜町社会福祉協議会さん，ならびに七ヶ浜町ボランティアセンターさんから，「東日本大震災の対

応を『記録』として残したい」という言葉をいただきました．まさに，それはアフターアクションリポートだと思いました．前

述の「責任」に対する気概を感じ，この度，記録化・記録誌作成のためのご支援をさせていただきました． 

 七ヶ浜町ボランティアセンターのような組織が，その実活動を記録化することには，以上のような役割のほかに，もう一

つ重要な意味があります．Quarantelli らによれば，災害対応組織は「組織構造（structure）」と「機能（task）」の軸で

整理されます．これは，組織構造が「日常とは変化がない（old），日常とは変化がある（new）」，機能が「日常からある

（regular），日常にはない（non-regular）」で整理されるというものです．災害時に立ち上がるボランティアセンターは，

組織構造で言えば，日常とは変化がある（new），日常にはない（non-regular）という創発型の組織であると言えます．

このような創発型の組織は，期間（時間）・ヒト・モノ・カネのいずれも「有期」であるという制約があります．災害発生時に

は，ボランティアセンターをはじめとした様々な組織が立ち上がるにも関わらず，以上の制約のために，「一連の活動を

終えての記録」，まさにアフターアクションリポートが残りにくいという現状があります．アフターアクションリポートの作成

にも，時間・ヒト・モノ・カネといった資源が必要なのは言うまでもありません．七ヶ浜町ボランティアセンターによるアフタ

ーアクションリポートの作成は，その作成過程が災害時の創発型組織にとってのアフターアクションリポート作成モデル

にもなりえます．つまりは，災害時の創発型組織の実態を後世に残せるケースが増える，といった期待がここにありま

す． 

 災害対応を学ぶ，ということにおいては，災害対応の実際の経験に学ぶことに勝る方法はありません．記録誌（アフタ

ーアクションリポート）として，経験をまとめていただいた七ヶ浜町ボランティアセンターに最大の敬意を表します．また，

本記録化プロジェクトの実現は，永村美奈さん（2014 年 4 月現在，九州大学大学院修士課程）による実務支援なしで

は語れません．同氏への感謝とともに筆を置きます． 
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